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日時 10 月 4 日（日曜日）10時 00 分〜16 時 00 分 






































 テレビの科学番組を見るだけとは違って゛なぜ？"の疑問に答えてもらえる(60 代) 
 ドリンクや企画など配慮がゆきとどいていてよかったと思います。フロアも活気があったように思いました。(20
代) 





































 ガイドツアー企画は気軽にブースに迎えてよい企画でした。(50 代)  














































































京都府立木津高等学校 科学部 「クマムシの肢は歩くためのものか？」 
兵庫県立御影高等学校 環境科学部生物班 「毒キノコはお暑いのがお好き！？」 
京都府立海洋高等学校 「イワガキの赤ちゃん捕まえろ大作戦！！」 
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日時 10 月 4 日（日曜日）10時 30 分〜12 時 00 分／13 時 30 分〜15 時 00 分 




会場には 5 つのちゃぶ台ブースが設置され、10 時 30 分から 12 時の間に 5 つ、13 時






























17  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
〈来場者の声〉 
 ちゃぶ台はゆっくり話を聞けて良かった。（50 代） 
 ちゃぶ台はリラックスして聞けてよかった。（30 代） 






































日時 出展代表者氏名（所属 職名） 出展タイトル 
10 月 4 日（日） 
10 時 30 分～ 








10 月 4 日（日） 
13 時 30 分～ 
15 時 00 分 






19  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
向にあるということです。具体的には、ちゃぶ台の四方に研究者を含めてそれぞれ人が座っている場合では、
































日時 10 月 4 日（日曜日） 11 時 00 分〜12 時 00 分 
14 時 00 分〜15 時 30 分 







加していました。また、当日は Web にて生中継されました。 
 

























21  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
■ ２−３−２．トークテーマ・参加者一覧 
 
 テーマ 第一部「100 万円あったら、どの研究に投資する？体験！クラウドファンディング」 
日時 10 月 4 日（日曜日）11時 00 分〜12 時 00 分 

















































































23  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
〈来場者の声〉 



















金支援を募りました。研究成果はだいたい 1 年から 1 年半である程度かたちになるそうです。直接医療等の
成果に結びつく訳ではありませんが、将来的に教科書に一行載せて知識を増やして欲しいと仰っていました。 
 
〔目標額〕 60 万円 
〔支援総額〕 31 万円 
〔投票結果〕 1,000 円 5 人 
 5,000 円 7 人 
 10,000 円 12 人 
 50,000 円 3 人 

















1. 1,000 円: 画像＆動画詰め合わせ 
2. 5,000 円: 1 + オリジナル Tシャツ 
3. 10,000 円: 1 + オリジナルぬいぐるみ 
4. 50,000 円: 1 + 論文謝辞＆胎仔標本 
5. 投資しない 
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24  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
〔目標額〕 100 万円 
〔支援総額〕 50 万 2000 円 
〔投票結果〕 1,000 円 2 人 
 5,000 円 6 人 
 10,000 円 12 人 
 50,000 円 7 人 
















〔目標額〕 50 万円 
〔支援総額〕 62 万 5000 円 
〔投票結果〕 1,000 円 5 人 
 5,000 円 8 人 
 10,000 円 3 人 
 50,000 円 11 人 

















1. 1,000 円: 気合の入った研究紹介 
2. 5,000 円: 1 + オリジナル Tシャツ 
3. 10,000 円: 1 + オリジナルマグカップ 
4. 50,000 円: 1 + 論文謝辞＋特注 USB 
5. 投資しない 
リターン 
1. 1,000 円: 研究報告書 
2. 5,000 円: 1 + エコバッグ＆クリアファイル 
3. 10,000 円: 2 + 写真集＆ポストカード 
4. 50,000 円: 3 + 一日体験ツアー＆標本セット 
5. 投資しない 
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25  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
〔目標額〕 50 万円 
〔支援総額〕 49 万 5000 円 
〔投票結果〕 1,000 円 5 人 
 5,000 円 6 人 
 10,000 円 11 人 
 50,000 円 7 人 














1. 1,000 円: 「椋川開発史」 
2. 5,000 円: 1 + 椋川農産コメ 1kg 
3. 10,000 円: 1 + 椋川農産コメ2kg 
4. 50,000 円: 1 + 椋川農産コメ5kg + 現地調査参加
5. 投資しない 
25
26  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
 テーマ 第二部「研究の話って、いまも昔も身近な場所でもされているんじゃないの？ 
～わざわざオープンって言わなくてもオープンなサイエンスについて考える～」 
日時 10 月 4 日（日曜日）14時 00 分〜15 時 30 分 





パネリスト 大崎滋生（元桐朋学園大学音楽学部音楽学科音楽学専攻 主任） 
櫻井文子（専修大学経営学部 准教授） 
藤井翔太（大阪大学未来戦略機構戦略企画室 特任助教） 















































































































































日時 10 月 4 日（日曜日）10時 00 分〜16 時 00 分 




















































 研究者の本棚が興味深い。（30 代） 

































日時 10 月 4 日（日曜日）12時 30 分〜13 時 30 分 
会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 会議室Ⅲ 
 






































33  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
「東南アジアの『人と自然』ドキュメンタリー」レポート 
12 時 30 分から、「研究室の本棚」と同室で、京都大学東南アジア研究所による「人と自然」をテーマにし
た 2014 年度 Visual Documentary Project の入選作品である「The Silence of the Summer/沈黙の夏」と「More 
than a Tree/命を守るマングローブ」の 2本が上映されました。 






②「More than a Tree/命を守るマングローブ」 
ミャンマー北西部のラカイン州にある海岸部の村落は、毎年ベンガル湾で発生するサイクロンによる洪水


















「The Silence of the Summer/沈黙の夏」では都市化により環境が破壊され、わずかに緑の残る小さな庭
に安らぎを求めるしかない現状にやるせなさを感じましたが、マングローブ林の欠如、これに伴う災害の脅











































35  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
 京都府立図書館 
























日時 10 月 4 日（日曜日）10時 00 分〜15 時 30 分 























 いろんな分野の研究のお話が聞けて、勉強になりました。バックやドリンクもいただけてよかったです。（30 代） 
 ドリンクサービスがうれしいです。（30 代） 
















































38  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 




















































































































41  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
■ ３−１−２．「ドリンクと交換アンケート」の結果 
 
来場者 460 人 
















































































































































































































































































































































































































































京都・地域 文化・芸術 医療・健康 科学・技術
45
46  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
■ ３−１−３．「記念品と交換アンケート」の結果 
 
来場者 460 人 




























































47  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
 「京都大学アカデミックデイ」の、良かった点・悪かった点をおしえてください。 
〈良かった点〉 
 研究者の本棚が興味深い、タイトルが工夫されていて興味を持ちやすい点（30 代） 
 研究に携わっている方の熱い気持ちを感じることができ、日本の未来は明るいかも・・（捨てたものではないのでは）
と感じられた（40 代） 
 １つ１つの説明がわかりやすかった！！（10 代） 
 いろいろな分野について学べた。新たな世界が広まりました！！（10 代） 
 いろいろな分野で難しい研究をされているのだとこの研究が人類に役立つのだと思うと、エールを送ります。（60 代） 
 オープンなところ。気軽に話が聞けるところ（50 代） 
 クラウドファンディングなどについても学べた点（20 代） 
 どのブースにも気軽に参加できるのがよかったです。（20 代） 
 それぞれの研究者と直に接することができ、詳しく丁寧に説明してくださったこと。（40 代） 
 テレビの科学番組を見るだけとは違って“なぜ？”の疑問に答えてもらえる（60 代） 
 ドリンクや企画など配慮がゆきとどいていてよかったと思います。フロアも活気があったように思いました。（20 代） 






 研究者と対話形式で触れ合えた。（学問だけでなく人という部分も肌で感じられた）（20 代） 
 研究者の方の熱意が伝わってきました。よい刺激をいただきました。（40 代） 
 素人にもわかりやすく魅力的な説明が多かった。（40 代） 
 普段身近にはないものをとても分かりやすく親しみを込めて紹介してくださってよかったです（10 代） 
 多様な研究背景をもつ研究者が出展しており多様性が確保されている。（20 代） 
 
〈悪かった点〉 
 人気があるブースはなかなかお話が聞けなくて残念でした。もう１日欲しいです。（40 代） 
 待たねば話を聞けぬ事が多い。（10 代） 
 明らかに人がいないブース、耳栓をして作業をしている方、対話する気がないとみられました。（30 代） 
 話をしている人がポスター発表をしていることを専門としていない場合が有り、どう質問をすべきか（誰にきくべ
きか）が明らかでない（20 代） 
 時間が短い。もっといろいろな人の話を聞きたかったけど、座談会でずいぶん時間を使ってしまった（30 代） 
 参加者も名札ほしかった（20 代） 
 隣との距離が近いため、時々声が聞こえにくかったです。（10 代） 
 時間が短かすぎる（見たかったのが全部みられなかった）（40 代） 
















参加研究者 224 名 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 3 件の表彰があったこと 












































































































 ぼくだけかもしれませんが、大変疲れました。一人で 30 人も対応したので、来てくれてうれしかったのですが、そ
その後喉の痛みは三日も続きました。4時間に短縮してほしいです。 
 9 時の会場からの準備の時間がやや短い。 
 開催時間が長く、二人だけで運営していたため、ほとんど休みが取れませんでした。 
 休み時間を設けてくれればと思います。 
 発表者向けの集合時間は 9:00 ではなく 9:20 あるいは 9:30 でもよかったのでは。 
 9:00 には発表者受付もほとんど用意されておらず何もできない状況であった。 
 建物を解錠する時間がもう少し早ければ有り難い。 


























































































































































 社会人の人（30～40 代）。 
 政治家 













































































































65  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
■ ３−３−２．アンケートの上位の出展 
 













































































67  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 











































68  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













07 「炎を制する－超耐熱構造材料」 がんばれがすタービン賞 
乾晴行（京都大学大学院工学研究科） 































69  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































70  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































71  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































72  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































73  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































74  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































75  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































76  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































77  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































78  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































79  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 






























41 「人類はエイズを克服できるか？」 理学的にも精神的にも感謝したいで賞 
明里宏文（京都大学霊長類研究所） 
近年の優れた抗 HIV 薬の開発により、HIV に感染しても AIDS を免れることが出来るようになりました。












80  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































81  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














46 「バイオナノトランスポーター」 未来を感じたで賞 
秋吉一成（京都大学大学院工学研究科 






























82  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































83  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































84  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 













































85  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 






























86  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
４−２．ちゃぶ台囲んで膝詰め対話（サイエンスカフェ） 
 











































87  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 



























64 「がん細胞を狙い撃つ BNCT」 おねがいしたい賞 
鈴木実（京都大学原子炉実験所） 

















88  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 

















































89  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 












































































5 ○ 杉山弘・京都大学物質－細胞統合システム拠点 
板東俊和・京都大学大学院理学研究科 












6 ○ 滝田禎亮・京都大学大学院農学研究科 助教 







































91  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 










14 ○ 高田明・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 准教授 












































21 ○ 児玉聡・京都大学大学院文学研究科 
田中創一朗・京都大学大学院文学研究科 
佐藤恵子・京都大学医学部附属病院 










博士課程 3 年 
23 ○ 大谷雅之・京都大学大学院情報学研究科 特定研究員 




















26 ○ 趙亮・京都大学大学院総合生存学館 准教授 
27 ○ 茶園敏美・京都大学アジア研究教育ユニット 研究員 
91
92  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 















30 ○ 前田有輝・京都大学工学部物理工学科／京大生協学生員会 学部 3回生 


































34 ○ 河原全作・京都大学大学院工学研究科 講師 


































38 ○ 江谷典子・京都大学大学院医学研究科 特定研究員（JST CREST） 
39 ○ 金賢得・京都大学大学院理学研究科 助教 
40 ○ 市川能也・京都大学化学研究所 助教 
92
93  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














44 ○ 林愛明・京都大学大学院理学研究科 教授 














































51 ○ 宮野公樹・京都大学学際融合教育研究推進センター 准教授 
52 ○ 北村直彰・京都大学大学院文学研究科 日本学術振興会特別研究員（PD）










































58 ○ 京都大学学術研究支援室  






60 ○ 川村悠人・京都大学大学院文学研究科 日本学術振興会特別研究員（SPD）










62 ○ 楠見孝・京都大学大学院教育学研究科 教授 
63 ○ 諸熊奎治・京都大学福井謙一記念研究センター FIFC リサーチフェロー 
64 ○ 鈴木実・京都大学原子炉実験所 粒子線腫瘍学研究センター 教授 
65 ○ Stig Lindberg・京都大学大学院文学研究科 助教 
66 ○ 水原啓暁・京都大学大学院情報学研究科 講師 
67 ○ 加納靖之・京都大学防災研究所 助教 




























































































































98  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 














































































100  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 






































































・総閲覧数：延べ 9万 1800 人（1日あたりの閲覧数は平均 3400 人） 
・Engagement 率：平均 2.5％（最高：16.42％） 
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102  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 
 Facebook 
https://www.facebook.com/k.u.research/ 

























 読売新聞  2015 年 9 月 27 日（日）朝刊 











 京大 Facebook 
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６−２．スタッフリスト 
 
企画    京都大学ＵＲＡネットワーク 
    研究推進部研究推進課 
 
デザイン（広報・サイン・記念品） 須山悠里（suyama design） 
 
学生スタッフ   有限会社関西教育考学： 
  伊佐治俊策（京都大学農学部 3 回生） 
  金岡歩美（京都大学理学部 3 回生） 
  吉田雄介（京都大学工学部情報学科 3 回生） 
  倉田康平（京都大学農学部 4 回生） 
  楊木萌（京都大学農学部 4 回生） 
  松谷優樹（京都大学大学院理学研究科 修士 1回生） 
  春木慶洸（京都大学大学院理学研究科 修士 1回生） 
  吉田裕介（京都大学大学院農学研究科 修士 2回生） 
  天野彩（京都大学大学院農学研究科 修士 2回生） 
  秋柴美沙穂（京都大学大学院薬学研究科 修士 2回生） 
 
  中村正裕(京都大学工学研究科 修士 1回生) 
  由田拓真(京都大学文学部 3 回生) 
  藤田優希(京都大学教育学部 1 回生) 
  清水亮佑(京都大学法学部 2 回生) 
  村田政弥(京都大学工学部 3 回生) 
  春井理沙(京都大学医学部 1 回生) 
  伴野力斗(京都大学理学部 3 回生) 
 
写真撮影    大森貴生 
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６−３．準備スケジュール 
 
2014 年 6 月  会場予約（京都大学百周年時計台記念館） 
2015 年 6 月 上旬 第 1回ミーティング（昨年度振り返り、今年度企画検討） 
 中旬 第 2回ミーティング、総長レク 
 下旬 第 3回ミーティング（企画決定） 
 
















中旬 第 6回ミーティング（参加研究者決定、参加高校決定） 
高校への結果通知、参加研究者・高校への出展要項・出展申込フォーム送付 
京大 HP イベント告知掲載依頼 
 





9 月 上旬 出展申込フォーム提出締め切り 
ポスター・ちゃぶ台の詳細決定 
事前説明会・アルバイト説明会（7日、10 日） 











 10 月 1 日 中吊り開始（4日まで） 
 3 日 夕方設営準備 
 4 日 京都大学アカデミックデイ 2015 
 中旬 報告書たたき台作成開始、学生レポート提出、参加研究者 WEB アンケート 
 
下旬 アカデミックデイウェブサイト 事後コンテンツ入力開始 
出展ポスターKURENAI 登録 
 11 月  アカデミックデイウェブサイト 更新・公開 
 
12 月 WEB にて座談会レポート掲載（K.U.RESEARCH） 
報告書送付 
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2015 年 7 月 上旬 作成     
 中旬 納品     
 下旬      







 下旬  外部発注 納品   
 9 月 上旬     作成 
 中旬    入稿 入稿 




















A 今の仕事（研究、進路）を選ぶきっかけになった本 ----------------------------------------- p.110 
 
B 今ハマっている本（誰かとこの本について話したい）---------------------------------------- p.116 
 
C 若者にお勧めしたい本 ------------------------------------------------------------------- p.120 
 

















『力学 増訂第３版-ランダウ＝リフシッツ理論物理学教程』（レフ・ダヴィドヴィッチ・ランダウ  エフゲニー・ミハ
イロヴィッチ・リフシッツ  広重徹、東京図書）※ 
①有名なシリーズの第 1 弾。大学 1 年生のときは大学物理が難しすぎてもう無理だと挫折感を味わったが、気を取り
直して 2 年生後半から 1 年ぐらいかけて頑張って読んだ本。難しかったがその分、物理学の面白さを垣間見れた。ラ
ンダウ&リフシッツのシリーズは他も多数ある(もちろんもっと難しい)。 
②潘晟（京都大学理学研究科）「No.1：ニュートリノで解く宇宙の謎」 




















































『城砦』（アーチボルド・ジョーゼフ・クローニン  竹内道之助、三笠書房）※ 
①医者やって金儲けするするのも魅力的だけど、人生の最後に反省しそうと思った→で、研究者になりました。 
②松田道行（京都大学医学研究科）「No.15：顕微鏡と数学で生命の謎に挑む」 














































を追求していました。MS-DOS マシンに BTRON 仕様を実装した試作機も作っていました。技術立国日本と言われ、企業
のコンピュータ開発は、大いなる夢と将来があった時代です。 
②江谷典子（京都大学医学研究科）「No.38：ICT が守るビッグデータ応用の創薬」 
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②平松明日香（京都大学文学研究科）「No.43：三国時代前夜：後漢王朝崩壊に至る過程」 



































『海底 2 万マイル』（ジュール・ヴェルヌ  加藤まさし  高田勲、講談社）※ 
①未知の領域である海底世界を、リアルに描写された潜水艦で冒険する SF 小説。後になって、約 150 年前に書かれた
作品と知って驚いた。 
②延原章平（京都大学情報学研究科）「No.55：お魚モーションキャプチャ」 
『利己的な遺伝子』（リチャード・ドーキンス  日高敏隆、紀伊国屋書店）※ 
①遺伝子の多様化（進化）と生物の進化を考えさせるわかりやすい読み物 
②七田芳則（京都大学理学研究科）「No.59：脳で感じる光」 
『神々の指紋 上』（グレーアム・ハンコック  大地舜、翔泳社）※ 
113















































































116  京都大学アカデミックデイ （2015 年 10 月 4 日） 報告書 




























































































































































『自己組織化と進化の論理―宇宙を貫く複雑系の法則』（スチュアート・カウフマン  米沢富美子  森弘之、筑摩書房） 
①非平衡自己組織化の観点から、生命の起源・生物進化・経済システム・民主主義の誕生を解説している。 
②田村類（京都大学人間・環境学研究科）「No.16：磁石に応答して動く有機液晶物質の発見」 
『幹細胞研究ってなんだ』（佐藤恵子  鈴木美香、文学研究科のＨＰにて無料ダウンロード可） 






















































『スーパーエンジニアへの道―技術リーダーシップの人間学』（ジェラルド・Ｍ．ワインバーグ  木村泉、共立出版） 
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『Newton 2015 年 3 月号』（ニュートンプレス） 
①身の周りにあふれる"色"と眼で感じる"光"との関係をカラフルに解説 
②七田芳則（京都大学理学研究科）「No.59：脳で感じる光」 
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『祈りの海』（グレッグ・イーガン  山岸真、早川書房） 
①人気 SF 作家の第 1 短編集です。表題作が好きです。〈人生の意味〉や〈科学と宗教〉といったディープな哲学的問
題を扱った、感動的な作品です。 
②呉羽真（京都大学宇宙総合学研究ユニット）「No.61：ひとは宇宙へ飛び立つべきか？」 
『しあわせの理由』（グレッグ・イーガン  山岸真、早川書房） 






















































『革新的な多孔質材料―空間をもつ機能性物質の創成 CSJ Current Review 03』（日本化学会、化学同人） 
①ナノ空間の化学の研究トレンドを基礎から先端研究まで広く紹介しています。この分野の入門として最適な一冊です。 
②北川進（京都大学物質－細胞統合システム拠点）「No.4：ナノ空間の世界と化学」 
『金属間化合物入門―材料学シリーズ』（山口正治  乾晴行  伊藤和博、内田老鶴圃）※ 
①耐熱材料の中のエース、金属間化合物について平易に述べられている。 
②乾晴行（京都大学工学研究科）「No.7：炎を制する－超耐熱構造材料」 























『The cultural and ecological foundations of lifeworld among the !Xun of north-central Namibi』（Takada, A、









『無の科学―ゼロの発見からストリング理論まで』（Ｋ．Ｃ．コール  大貫昌子、白揚社）※ 
①宇宙の起源とも密接に関連する「無」について科学的立場から平易に解説している。 
②田村類（京都大学人間・環境学研究科）「No.16：磁石に応答して動く有機液晶物質の発見」 
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『岩波講座現代工学の基礎 2 材料特性と材料選択』（落合庄治郎、北條正樹、藤田静雄、伊藤靖彦、岩波書店）※ 
①なし②大石毅一郎（京都大学学際融合教育研究推進センター）「No.33：元素戦略プロジェクト」 












Ｋ．ギルバート  スーザン・ストックルマイヤー  小川義和、慶応義塾大学出版会）※ 
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『四川大地震（中国四川大地震の地震断層と被害写真集）』（林愛明  任治坤、近未来社）※ 
①四川大地震の震源断層と地震被害の状況・救助活動などをカラー写真で紹介しているので、今回のアカデミックデ


















『材料力学史』（ステファン・Ｐ．チモシェンコ  最上武雄  川口昌宏、鹿島出版会）※ 
①材料力学は、構造物を安全に設計する際の基礎をなす学問である。レオナルド・ダ・ヴィンチ、ガリレオ・ガリレ
イから始まり、17 世紀から 20 世紀に至る材料力学の歴史的発展を興味深く解説しています。 
②竹脇出（京都大学工学研究科）「No.45：建物の地震時レジリエンス向上にむけて」 
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②太田至（京都大学）「No.50：アフリカの潜在力とは何だろう？」 





























『シリーズ 21 世紀の動物科学 9―動物の感覚とリズム』（浅島誠  日本動物学会  七田芳則、培風館）※ 
①動物の光受容機構に関する生物系学部生向けの参考書 
②七田芳則（京都大学理学研究科）「No.59：脳で感じる光」 
『見える光,見えない光：動物と光のかかわり（動物の多様な生き方 1）』（寺北明久  蟻川謙太郎、共立出版）※ 
①動物が眼だけでなく多様な組織で光を感じ、いろいろな情報を得ていることについて、最近の研究成果を含めて概説 
②七田芳則（京都大学理学研究科）「No.59：脳で感じる光」 
『George Cardona、Pāṇini: His Work and its Traditions.  Volume One. Background and Introduction.  Delhi: Motilal 









































①およそ 1400 年にわたる日本の被害地震のカタログ． 
②加納靖之（京都大学防災研究所）「No.67：歴史にまなぶ大地震」 
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